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「「地域の足地域の足」」
市民バスでより快適なおでかけを市民バスでより快適なおでかけを

大崎市は自主財源確保のために有料広告を掲載しています。

鹿島台大迫字上古屋9-2
☎090-2955-1169
定休日：火・木曜日　駐車場：15台
営業時間：カフェ　11時～16時（ラストオーダー15時30分）

キャンプ場　14時～翌日11時（事前予約制）
店主から一言

カフェのほかに、野菜やブルーベリーの収穫体験も
楽しめる「食育」がテーマの施設です。キャンプ場で
は、収穫した野菜を使ってバーベキューもできます。
家族や友人と一緒に、食の大切さを体験しながら楽
しく学びませんか。
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おおさきの

「煮込みハンバーグプレート・ブルーベリーソーダ」
濃厚なデミグラスソースで煮込まれたジューシーな
ハンバーグや自家製米、地元で採れた季節野菜の小鉢
などが一度に楽しめるランチプレート（税込み1,430
円）。ドリンクには、自家農園のブルーベリーを使用し
た爽やかなソーダ（税込み660円）もおすすめです。
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大崎市公式SNS
充実した情報をお届けします。ぜひ、登録してください。
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「地域の足」
市民バスでより快適なおでかけを

大崎市誕生20周年



　「大崎市役所前」と「地域交流センター（あすも）前」にバス停を新設しました。 
　快適なバス待合環境を提供するとともに、施設へのアクセス向上と公共交通の利便性向上という相乗効果を見込
んでいます。
※築館古川線では大崎市役所前、地域交流センター（あすも）前での乗降はできませんので、注意してください。

　公共交通のDX化推進として、大崎市民バスなど、株式会社ミヤコーバスが運行する車両にi
イ ク ス カ

csca・S
ス イ カ

uica・P
パ ス モ

ASMOな
どの交通系ICカード対応のキャッシュレス決済システムが導入されました。
※ 市では、大崎市民バスへのシステム導入経費に対し、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して支
援しています。

持
続
可
能
な
公
共
交
通

　
「
地
域
の
足
」を
守
り
ま
す

人
口
減
少
社
会
の
中
で
、利
用
者
が
減
少
す

る
地
域
公
共
交
通
の
運
営
環
境
は
、厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、日
々
の
通
学
や
通
院

な
ど
で
公
共
交
通
を
主
に
利
用
し
て
い
る
高
校

生
や
高
齢
者
に
は
、こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
に「
地
域
の
足
」の
存
在
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。ま
た
、買
い
物
な
ど
、誰
も
が
日
常
的

に
利
用
す
る
移
動
手
段
と
し
て
、そ
の
必
要
性

は
広
く
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、バ
ス
の
利
用
環
境
を
改
善
し
、「
誰

で
も
気
軽
に
お
で
か
け
で
き
る
社
会
」の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
市
民

の
意
見
を
基
に
、４
月
１
日
か
ら「
大
崎
市
役
所

前
」と「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
あ
す
も
）前
」に

バ
ス
停
を
新
設
し
、交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
対
応
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま

し
た
。新
設
し
た
バ
ス
停
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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■市民バス料金表

※ 小学生以下、障がい者（手帳提示）、「大崎市市民バス等割引乗車証」を提示した
人は、半額です。

宮沢真山線・
鳴子線・高倉
線・三本木大
衡線・大貫線・
松山鹿島台線

5kmまで 7.5kmまで 10kmまで 15kmまで 15km以上

100円 200円 300円 400円 500円

中心市街地循
環便・シャトル
バス

1回 1日フリー乗車券

100円 200円築館古川線 一律200円

「
地
域
の
足
」
市
民
バ
ス
で
よ
り
快
適
な
お
で
か
け
を

▲市ウェブサイト
　（各路線の運行ダ
　イヤなど）

大崎市役所前

中里南

地域交流センター（あすも）前

　買い物がさらに便利になるよう、バス
停「中里南」をヨークベニマル古川中里
店の近くに移設しました。

乗車時にICカード
リーダーにタッチします

降車時に運転席隣の
ICカードリーダーに
タッチします

写真提供:株式会社ミヤコーバス（一部編集）

　テスト期間は市役所で勉強す
ることがあるので、バス停の新
設はとてもうれしいです。
　今年からバスの利用が増える
予定だったので、ICカードの利
用を考えています。

利用者の声

通学に市民バスを
利用する
保
ほ

原
ばら

悠
ゆう

人
と

 さん（左） 
阿
あ

部
べ

虎
たけ る

流 さん（右）

バス待合環境に、無線
LANや学習スペースの整備
を望む声が多く、すでに多くの
生徒に利用されている2つの
公共施設の近くに新設

しました。

❶乗車時 ❷降車時
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成
田　
善
作（
上
古
川
）

中
鉢　
良
之（
本
鹿
島
）

佐
々
木　
良
司（
諏
訪
西
）

田
中　
成
子（
諏
訪
中
）

髙
橋　
敏
夫（
諏
訪
東
）

宍
戸　
孝
治（
千
手
寺
町
）

天
満　
孝
一
郎（
古
川
横
町
）

　
原　
孝（
二
ノ
構
）

柴
崎　
一
美（
西
館
東
）

三
浦　
満（
西
館
中
）

青
木　
一
郎（
城
西
）

安
藤　
源
哉（
竹
ノ
内
）

渥
美　
正
幸（
大
江
向
）

千
葉　
裕
信（
三
日
町
北
）

菊
地　
敏
之（
三
日
町
南
）

佐
々
木　
栄
二
郎（
南
町
北
）

吉
田　
信
幸（
南
町
南
）

髙
橋　
利
昭（
南
町
西
）

川
名　
正
紀（
古
川
南
新
町
）

長
谷
川　
雅
明（
栄
町
）

丸
山　
武
重（
新
稲
葉
）

西
塚　
靖
髙（
稲
葉
北
一
）

綱
田　
孝（
稲
葉
北
二
）

早
坂　
良
明（
稲
葉
北
三
）

大
山　
政
直（
穂
波
東
）

千
葉　
圭
一（
稲
葉
中
）

佐
藤　
優（
稲
葉
西
）

遠
藤　
恒
雄（
稲
葉
南
）

伊
藤　
守（
稲
葉
東
一
）

後
藤　
彰（
稲
葉
東
二
）

秀
岳　
勝
義（
稲
葉
東
三
）

氏
家　
初
夫（
米
袋
）

山
田　
雅
人（
荒
川
小
金
丁
）

里
見　
雅
男（
川
端
）

柴
田　
善
男（
中
里
北
）

菅
原　
雅
美（
中
里
中
）

早
坂　
眞（
中
里
南
第
一
）

相
澤　
廣
務（
中
里
南
第
二
）

鈴
木　
匡（
中
里
南
第
三
）

松
浦　
伸
宏（
古
川
駅
前
）

松
倉　
信
一（
古
川
台
町
）

青
田　
精
守（
東
町
）

玉
野　
章
浩（
十
日
町
）

田
中　
源
一（
七
日
町
）

鹿
郷　
雅
之（
浦
町
西
）

及
川　
一
彦（
浦
町
東
）

金
子　
信
男（
畑
中
北
一
）

白
倉　
正
夫（
畑
中
北
二
）

永
塚　
博（
畑
中
南
）

泉　
　
雄（
北
町
南
）

鈴
木　
安
雄（
北
町
中
）

平　
和
広（
北
町
北
一
）

松
浦　
孝
幸（
北
町
北
二
）

高
橋　
直
希（
駅
南
団
地
）

伊
藤　
秀
則（
前
田
町
）

菊
地　
務（
小
泉
）

新
山　
重
彦（
宮
袋
）

田
中　
忠
美（
若
葉
）

門
間　
勉（
福
浦
一
）

鈴
木　
孝
三（
福
浦
二
）

門
間　
清
志（
福
浦
三
）

佐
々
木　
博
顕（
江
合
本
町
）

菅
原　
美
喜
男（
江
合
寿
町
）

原　
好
夫（
江
合
錦
町
）

村
上　
恒
夫（
福
沼
一
）

村
上　
広
男（
福
沼
二
）

末
永　
義
弘（
福
沼
三
）

紺
野　
守
好（
李
埣
西
一
）

早
坂　
利
夫（
李
埣
西
二
）

宮
澤　
忠
一（
神
田
）

澤
口　
秀
行（
李
埣
東
）

大
沼　
悦
子（
蓑
口
沼
）

千
葉　
幸
哉（
馬
寄
）

千　
　
裕
一（
鶴
ケ
埣
西
）

石
ヶ
森　
信
夫（
鶴
ケ
埣
東
）

鈴
木　
克
知（
塚
目
南
）

佐
藤　
頼
秋（
塚
目
北
）

髙
橋　
肇（
米
倉
北
）

佐
々
木　
更
二（
米
倉
南
）

本
間　
寛
志（
穂
波
）

畑
山　
敏
昭（
西
荒
井
上
）

相
澤　
一
成（
西
荒
井
北
）

相
澤　
宗
夫（
西
荒
井
南
）

児
玉　
正
四
郎（
飯
川
上
）

横
田　
耕
一（
飯
川
下
）

伊
藤　
郁
夫（
渋
井
）

　
野　
成
一（
上
中
目
）

福
原　
辰
郎（
新
堀
）

佐
々
木　
弘
昌（
西
古
川
駅
前
）

佐
々
木　
光
一（
耳
取
）

阿
部　
貞
已（
柏
崎
）

日
下　
義
勝（
斎
下
）

福
原　
均（
保
柳
）

髙
橋　
幸
生（
荒
田
目
）

中
村　
広
志（
氷
室
）

石
崎　
富
二
男（
成
田
）

伊
藤　
裕
一（
三
丁
目
）

後
藤　
桂
一（
向
三
丁
目
）

大
場　
卓（
大
崎
北
）

菅
原　
信
由（
大
崎
中
）

阿
部　
清
人（
大
崎
南
）

佐
々
木　
卓（
新
田
西
）

伊
藤　
勝
博（
新
田
中
）

佐
々
木　
清
克（
新
田
南
）

尾
形　
保
志（
新
田
東
）

上
野　
和
彦（
大
西
）

髙
橋　
敏
幸（
小
林
下
）

今
野　
睦
男（
小
林
上
）

後
藤　
榮
一（
宮
沢
南
）

末
永　
有
孝（
宮
沢
中
）

千
田　
安
夫（
宮
沢
北
）

佐
々
木　
善
光（
桜
ノ
目
下
）

板
橋　
俊
一（
桜
ノ
目
上
）

佐
々
木　
一
夫（
桜
ノ
目
北
）

佐
々
木　
賢
悦（
川
熊
南
）

氏
家　
一
志（
川
熊
北
）

曽
根　
宏
司（
沢
田
上
）

高
橋　
禎（
沢
田
下
）

佐
藤　
求（
荒
谷
第
一
）

後
藤　
京
子（
荒
谷
第
二
）

澁
谷　
榮
昭（
荒
谷
第
三
）

櫻
井　
秀
雄（
荒
谷
第
四
）

石
村　
基（
長
岡
）

佐
藤　
貞
二（
小
野
第
一
）

堀
越　
靖
博（
小
野
第
二
）

福
地　
健
士（
小
野
第
三
）

鎌
田　
和
廣（
小
野
第
四
）

大
衡　
慶
太
郎（
小
野
第
五
）

佐
々
木　
修
悦（
休
塚
西
）

狩
野　
順
一（
休
塚
東
）

髙
橋　
幸
志（
狐
塚
）

大
場　
敬
嗣（
馬
放
）

中
條　
清（
長
岡
針
）

鈴
木　
修
一（
富
長
西
）

小
野
寺　
民
二（
富
長
東
）

鈴
木　
等（
渕
尻
）

小
野　
秀
一（
上
埣
）

齊
藤　
正
寿（
馬
櫛
）

佐
々
木　
志
朗（
下
谷
地
）

櫻
井　
孝
男（
大
幡
南
）

大
澤　
忠
八（
大
幡
東
）

藤
本　
亮（
大
幡
西
）

佐
々
木　
平
三
郎（
境
野
宮
）

笠
原　
利
彦（
宮
内
）

渋
谷　
養
一（
榆
木
）

大
友　
幸
悦（
師
山
）

田
口　
新
一（
石
森
）

佐
々
木　
常
男（
下
中
目
一
）

藤
川　
淳
子（
下
中
目
二
）

加
藤　
政
明（
深
沼
）

佐
々
木　
政
行（
桑
針
）

及
川　
修
一（
古
川
谷
地
中
）

奥
山　
茂
美（
矢
目
）

遠
藤　
睦
夫（
北
引
田
）

瀬
戸　
照
夫（
南
引
田
）

本
田　
幸
一（
堀
込
）

加
藤　
均（
猪
狩
）

加
藤　
智
治（
堤
根
）

佐
々
木　
勝
彦（
中
沢
）

佐
々
木　
市
郎（
古
川
新
田
）

佐
藤　
悦
朗（
柳
原
）

遠
藤　
正
敏（
北
谷
地
）

佐
藤　
幸
夫（
雨
生
沢
）

千
葉　
学（
北
宮
沢
表
）

加
藤　
昭
男（
北
宮
沢
裏
）

千
葉　
啓
一（
下
清
水
沢
）

渋
谷　
弘
徳（
上
清
水
沢
）

佐
々
木　
金（
元
清
滝
）※

遠
藤　
秀
隆（
入
町
）

澤
口　
洋（
松
山
横
町
）

齋
藤　
有
司（
町
）

伊
藤　
正
喜（
茶
釜
台
）

髙
橋　
京
子（
竹
の
花
）

加
藤　
三
郎（
文
化
丁
）

石
川　
信
雄（
松
山
台
町
）

佐
々
木　
日
出
夫（
新
丁
）

川
江　
義
一
郎（
上
野
）

赤
羽　
雄
一（
広
岡
）

筒
井　
修
悦（
野
田
）

髙
橋　
正
隆（
山
王
）

相
澤　
成
典（
次
橋
）

加　
　
俊
一（
松
山
駅
前
）

斉
田　
久
典（
駅
前
二
）

藤
倉　
義
己（
駅
前
中
）

富
山　
浩（
鍋
田
）

鳥
海　
義
弘（
金
ヶ
崎
）

井
上　
賢
二（
金
谷
）

遠
藤　
八
郎（
長
尾
）

髙
橋　
秋
一（
松
山
新
田
）

大
内　
道
也（
須
摩
屋
）

佐
藤　
靖（
境
）

三
浦　
昭
一（
上
志
引
）

𫝆
藤　
啓
元（
松
山
中
谷
地
）

鈴
木　
民
雄（
下
志
引
）

佐
藤　
國
男（
花
ヶ
崎
）

石
山　
俊
一（
下
沢
）

小
山　
進（
太
夫
沢
）

河
田　
利
美（
斉
田
）

髙
橋　
誠
一（
音
無
）

結
城　
重
俊（
坂
本
）

稲
村　
和
男（
蟻
ケ
袋
）

跡
部　
正
彦（
伊
賀
）

佐　
　
た
け
子（
混
内
山
）

髙
橋　
良
治（
三
本
木
新
町
）

塚
田　
　
哉（
三
本
木
南
新
町
）

熊
谷　
英
敏（
三
本
木
南
町
）

坂
野　
正
彦（
仲
町
）

柴
原　
一
雄（
三
本
木
北
町
）

村
上　
一
男（
南
谷
地
）

小
髙　
栄
悦（
桑
折
）

加　
　
康
信（
秋
田
）

福
田　
榮
喜（
上
伊
場
野
）

横
山　
武
弘（
蒜
袋
）

佐
々
木　
俊
一（
多
田
川
）

阿
部　
英
実（
高
柳
）

佐
々
木　
俊
典（
門
梨
）

末
永　
良
二（
鉄
炮
町
）

横
山　
廣（
川
井
）

今
野　
由
郎（
上
沢
）

髙
橋　
政
幸（
上
沖
）

髙
橋　
勝（
下
沖
）

三
浦　
茂（
三
本
木
中
谷
地
）

横
山　
光
孝（
上
宿
）

小
関　
芳
樹（
下
宿
）

菊
地　
み
ち
子（
鈴
掛
）

柴　
和
雄（
姥
ヶ
沢
）

鹿
野　
茂（
出
町
）

今
野　
克
也（
本
地
）

髙
橋　
伸
悦（
竹
谷
）

遠
山　
政
行（
三
ツ
屋・上
地
）

宮
澤　
紀
夫（
鎌
巻
）

松
本　
年
子（
福
芦
住
宅
）

髙
橋　
興
業（
福
芦
団
地
）

西
塚　
久
良（
鹿
島
台
大
沢
）

石
川　
信
雄（
上
平
渡
）

横
山　
静
雄（
鹿
島
台
長
根
）

鹿
野　
祐
一（
北
平
渡
）

茂
庭　
正
博（
鹿
島
台
駅
前
）

大
町　
順
孝（
御
屋
敷
）

山
田　
正
則（
東
平
渡
）

弦
巻　
憲
一（
杉
ヶ
崎
）

佐　
　
靖（
鹿
島
台
山
谷
）

佐
々
木　
慶
幸（
広
長
）

中
澤　
淳（
元
鹿
島
台
）

伊
藤　
晋（
内
ノ
浦
）

髙
橋　
保（
砂
子
沢
）

菅
原　
照
義（
渕
花
）

齋
田　
好
宣（
深
谷
）

遠
山　
章（
大
迫
新
田
）

佐
藤　
寛（
大
迫
）

武
田　
正
秀（
小
迫
）

門
脇　
公（
鹿
島
台
岩
渕
）

武
藤　
勝
実（
上
志
田
）

山
口　
文
博（
下
志
田
）

江
渕　
成
一（
山
船
越
）

菊
地　
俊
一（
里
船
越
）

笠
原　
直
紀（
小
倉
）

大
場　
昌
憲（
上
馬
館
）

高
橋　
克
彥（
下
馬
館
）

小
島　
昭
一（
大
坪
）

大
内　
正
昭（
小
坪
）

石
川　
悦
朗（
黄
金
田
）

菊
地　
淳
一（
小
松
川
）

笠
森　
俊
一（
菅
生
）

山
口　
史
朗（
鵙
目
）

阿
部　
峻（
上
宮
）

大
内　
充（
下
宮
）

佐
々
木　
照
男（
池
月
中
央
）

阿
部　
幸
弘（
根
岸
）

中
川　
壽（
沖
）

佐
々
木　
潤（
一
の
坪
）

大
沼　
吉
満（
宿
）

佐
々
木　
伸
次（
天
王
寺
）

氏
家　
榮
一（
大
保
）

佐　
　
茂
樹（
上
野
目
山
谷
）

笠
原　
好
美（
要
害
）

山
形　
昌
德（
東
昌
寺
沢
）

武
内　
紀
和（
大
学
町
）

籬　
文
彥（
川
原
町
）

佐
々
木　
秀
夫（
岩
出
山
北
町
）

大
森　
髙
敏（
岩
出
山
南
町
）

野
村　
元
一
郎（
浦
北
）

橋
本　
幸
司（
浦
南
）

鹿
野　
壽
悦（
通
丁
）

渡
邊　
孝
志（
轟
）

阿
部　
敬
一
郎（
新
橋
）

伊
藤　
純（
東
川
原
町
）

千
葉　
敏
昭（
川
北
）

千
葉　
皓
一（
下
野
目
八
幡
）

氏
家　
隆（
白
鳥
）

山
中　
政
裕（
薬
師
）

千
葉　
利
忠（
馬
主
）

千
葉　
政
志（
中
里
）

尾
崎　
昭
德（
中
山
西
）

古
舘　
勝
政（
中
山
東
）

髙
橋　
章
浩（
上
鳴
子
）

横
谷　
良
雄（
上
野
々
）

南　
富
美
男（
湯
元
）

遊
佐　
貞
雄（
新
屋
敷
）

持
立　
嘉
宣（
車
湯
）

遊
佐　
雄
一（
鳴
子
岩
渕
）

阿
部　
眞
之
助（
東
鳴
子
）

高
橋　
浩
之（
中
野
）

原
野　
信
彦（
石
ノ
梅
）

遊
佐　
三
吉（
沢
）

千
葉　
榮
一（
向
山
）

髙
橋　
行
雄（
川
渡
）

髙
橋　
春
記（
上
川
原
）

髙
橋　
豊
志（
鍛
冶
谷
沢
）

中
鉢　
榮
一（
南
野
際
）

鎌
田　
耕
造（
北
野
際
）

笠
原　
浩
暢（
上
原
）

遠
藤　
淳（
黒
崎
）

齊
藤　
勝（
小
身
川
原
）

大
場　
源
吉（
蟹
沢
）

大
場　
恒
男（
小
向
）

髙
橋　
英
昭（
川
東
）

遠
藤　
茂（
原
）

遠
藤　
亨（
田
野
）

遠
藤　
千
秋（
中
川
原
）

小
林　
敏
明（
軍
沢
）

大
場　
喜
郎（
寒
湯
）

髙
橋　
竹
虎（
岩
入
西
）

髙
橋　
和
広（
岩
入
東
）

白
岩　
敏
樹（
田
町
）

佐
々
木　
輝
幸（
元
町
）

只
野　
新
治（
仲
荒
町
）

田
中　
俊
則（
横
町
河
岸
前
）

斎
藤　
孝
男（
田
尻
新
町
）

秋
山　
強（
北
牧
目
）

菊
地　
光
輝（
通
木
）

佐　
　
秋
広（
大
嶺
）

田
中　
忠
佳（
大
嶺
三
）

菊
地　
章（
田
尻
八
幡
）

大
友　
栄
一（
南
小
松
）

髙
橋　
邦
輔（
北
小
松
）

髙
橋　
功（
沼
木
諏
訪
峠
）

佐
々
木　
保
則（
中
目
）

髙
泉　
久
利（
木
戸
）

岩
渕　
芳
太
郎（
百
塚
上
高
野
）

佐
々
木　
睦
夫（
沼
部
峯
崎
）

北
口　
則
吉（
貝
ノ
堀
）

髙
橋　
義
喜（
若
林
）

佐
々
木　
満（
葉
山
上
北
山
）

菅
原　
勝
弥（
富
岡
）

伊
藤　
重
義（
桜
田
）

田
生　
憲
明（
田
尻
谷
地
中
）

鈴
木　
昭
男（
北
小
塩
）

中
村　
雄
一（
中
南
小
塩
）

荒　
孝
治（
百
々
荒
柳
）

髙
山　
正
夫（
田
尻
大
沢
）

門
田　
正
美（
北
小
牛
田
上
）

荒
川　
保
郎（
北
小
牛
田
下
）

千
葉　
聖
治（
北
長
根
）

大
﨑　
一
則（
北
又
）

門
間　
健（
上
南
曲
田
）

須
藤　
誠
一（
新
田
ノ
目
）

佐
藤　
強（
宿・鹿
飼
）

佐
々
木　
一
夫（
田
尻
長
根
）

門
間　
吉
則（
舞
岳
）

伊
藤　
仁
一（
中
沢
目
）

西
澤　
誠
弘（
伸
萠
）

川
名　
信
弘（
小
沢
）

中
川　
恭
一（
長
沢
）

門
間　
仁（
下
高
野
）

尾
形　
利
昭（
大
杉
）

古
川
地
域

松
山
地
域

三
本
木
地
域

鹿
島
台
地
域

岩
出
山
地
域

鳴
子
温
泉
地
域

田
尻
地
域

新
し
い
行
政
区
長
を
紹
介
し
ま
す

　
行
政
区
長
は
、地
域
住
民
の
中
か
ら
推
薦
さ
れ
、市
民
と
市
の
連
携
、市
か
ら
市
民
に
対
す
る

通
知・連
絡・周
知
に
関
す
る
こ
と
、各
種
調
査
、広
報
紙
の
配
布
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
任
期
は
、令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
行
政
区
長
と
し
て
委
嘱
し
た
３
６
６
人
を
紹
介
し
ま
す
。（
４
月
１
日
現
在
）（
敬
称
略
）

　
「
※
」は
、区
長
代
理
と
な
り
ま
す
。

問 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
自
治・Ｎ
Ｐ
Ｏ
担
当　
☎
㉓
５
０
６
９

広報おおさき　令和8年5月号広報おおさき　令和8年5月号 44広報おおさき　2026年5月号広報おおさき　2026年5月号55



　市では、LINEを活用した「デジタル市役所」を運用し、防災情報やイベント情報などを配信しています。
　5月から、LINEの回答フォーム機能を活用したオンライン相談や、市役所で行う相談のオンライン予約機能が加わ
りました。さらに進化した市公式LINEを活用してください。

　市役所に来庁することなく、LINEの回答フォーム機能を
使ってアプリ上で相談を完結させることができます。
　「来庁が難しい」、「自分のタイミングで相談したい」と
いった皆さんは、ぜひ活用して気軽に相談してください。
※�相談内容によっては、回答に時間を要する場合や、電
話・対面での対応を案内する場合があります。

　市役所で行う相談を24時間どこからでも予
約できます。

気軽に相談! LINE相談 待ち時間を短縮!  相談予約

■対象の相談メニュー
　❶�市民相談、消費生活相談（社会福祉課）
　❷�生き方・夫婦・人間関係・DV相談（まちづくり推
進課男女共同参画相談室「Withおおさき」）

　❸�デジタル機器相談（デジタル戦略課）

❶「トップ」メニューで「相談」をタップします。

各種証明書（住民票
の写しなど）の申請、
窓口・施設予約がで
きます。

公立保育施設の欠席
連絡などを電話無し
ですることができま
す。

災害情報をリアル
タイムに確認でき
る大崎市防災ポー
タルなどにアクセ
スできます。

ごみの収集日の確
認や収集日の通知
設定などができま
す。

道路や動物の死骸、
不法投棄に関する
通報などを写真付
きですることがで
きます。

休日当番医の確認
などができます。

問 デジタル戦略課情報政策担当　☎23-5091

❷�希望に沿って「LINE相談」または「相談予約」を
　タップします。

※通信料は利用者負担です。

利用方法

 便利な機能がたくさん

大崎市公式LINEで手軽に相談ができます

スマホで相談 デジタル市役所
▲市ウェブサイト

■試験区分・募集する職種
▶ 上級試験（大学卒程度）
　行政、土木、保健師
■一次試験日
　7月12日㈰
■申込方法（原則、電子申請）
❶電子申請による申し込み
　市ウェブサイトから受験申込ガイドを確認の上、必要
事項を入力し、申し込みをしてください。
❷郵送または持参による申し込み
　受験申込書は、人財育成課（市役所本庁舎4階）で受領、
市ウェブサイトからダウンロードまたは郵送で請求でき
ます。
　申し込みの際は、入手した受験申込書（写真貼付）と受
験者本人の宛先を明記した受験票用返信用封筒（長形3
号）を持参、または簡易書留などの確実な方法で提出し
てください。
■送付先
　〒989-6188
　古川七日町1-1　人財育成課人事担当
■受付期間（土・日曜日を除く）
　5月7日㈭～6月5日㈮　17時15分まで（必着）
※�当日消印有効ではありませんので、注意してください。

■上級試験（大学卒程度）の職種・募集人数・受験資格
職種 募集人数 受験資格

行政 15人
程度

❶平成8年4月2日から平成17年4月
1日までに生まれた人
❷平成17年4月2日以降に生まれた
人で、学校教育法による大学（短期大学
を除く）を卒業した人、または令和9年
3月までに卒業する見込みのある人

土木 若干名

保健師 若干名

❶平成3年4月2日から平成17年4月
1日までに生まれた人
❷平成17年4月2日以降に生まれた
人で、学校教育法による大学（短期大
学を除く）を卒業した人、または令和
9年3月までに卒業する見込みのあ
る人
❸「❶」または「❷」の要件に併せて、保
健師の資格を有する人、または令和9
年3月末までに資格を取得する見込
みのある人

令和9年4月採用 大崎市職員募集
問 人財育成課人事担当　☎23-5027　令和9年4月1日採用の大崎市職員を募集します。

※�初級試験（高卒程度）、社会人採用試験
（大学卒程度）の募集については、7月ご
ろに開始する予定です。

大崎市公式LINEの
友だち追加はこちら

～ おおさきの 未来を ともに 描こう! ～～ おおさきの 未来を ともに 描こう! ～

既存機能

新機能① 新機能②
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３
月
11
日
、古
川
地
域
で
、令
和

７
年
度
大
崎
市
被
災
建
築
物
応
急

危
険
度
判
定
模
擬
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

は
、「
り
災
証
明
」の
調
査
と
は
異

な
り
、災
害
発
生
後
の
二
次
災
害

の
防
止
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

判
定
士
が
大
規
模
地
震
で
被
災
し

た
建
築
物
の
状
況
を
調
査
し
、余

震
な
ど
に
よ
る
倒
壊
や
落
下
物

な
ど
の
危
険
性
を
見
極
め
ま
す
。

判
定
結
果（
判
定
ス
テ
ッ
カ
ー
）

は「
危
険（
赤
色
）」・「
要
注
意（
黄

色
）」・「
調
査
済（
緑
色
）」の
３
種

類
に
分
け
て
、建
物
の
出
入
口
な

ど
の
分
か
り
や
す
い
場
所
に
掲
示

し
、居
住
者
や
付
近
を
通
行
す
る

歩
行
者
な
ど
に
対
し
て
危
険
性
を

知
ら
せ
ま
す
。

　
本
市
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年

の
節
目
を
迎
え
た
今
回
は
、宮
城

県
建
築
士
会
の
会
員
や
市
内
建
設

会
社
の
社
員
、近
隣
自
治
体
の
職

員
、約
50
人
が
10
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、協
力
要
請
か
ら
応
急
対
策
活

動
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
訓
練
を
通
し
て
、迅
速
か
つ
的

確
な
判
断
と
関
係
機
関
の
連
携
の

重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。今

後
も
、過
去
の
教
訓
を
踏
ま
え
な

が
ら
、災
害
時
に
円
滑
に
対
応
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
３
月
31
日
、株
式
会
社
ヤ
マ
ダ

環
境
資
源
開
発
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
昨
今
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
や

人
口
減
少
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の

中
で
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
持

続
可
能
な
資
源
循
環
、環
境
保
全

の
推
進
な
ど
、新
た
な
課
題
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。株

式
会
社
ヤ
マ
ダ
環
境
資
源
開
発

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、リ
ユ
ー

ス・リ
サ
イ
ク
ル
事
業
な
ど
、課
題

解
決
に
必
要
な
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
本
協
定
は
、「
循
環
型
社
会・
脱

炭
素
化
の
実
現
に
向
け
た
資
源
循

環
に
関
す
る
こ
と
」を
は
じ
め
と

し
た
３
つ
の
協
定
項
目
に
つ
い
て

連
携
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

地
域
活
力
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。「
お
お
さ
き
産
業
フ
ェ
ア
」・

「
お
お
さ
き
環
境
フ
ェ
ア
」で
の
家

電
リ
ユ
ー
ス・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取

り
組
み
事
例
紹
介
や
、ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
湿
地「
化
女
沼
」・「
蕪

栗
沼・
周
辺
水
田
」な
ど
の
自
然

環
境
の
保
全
、市
民
向
け
家
電
リ

ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
市
で
は
今
後
、相
互
連
携
を
強

化
し
、持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
３
月
18
日
、大
崎
市
立
お
お
さ

き
日
本
語
学
校
で
、令
和
７
年
度

卒
業
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
4
月
に
入
学
し
た
第

１
期
生
の
う
ち
、１
年
課
程
の
16

人
が
巣
立
ち
、そ
れ
ぞ
れ
の
未
来

へ
と
歩
み
を
進
め
ま
し
た
。当
日

は
、卒
業
生
や
在
校
生
の
ほ
か
、卒

業
生
の
家
族
や
友
人
、地
域
住
民

な
ど
約
1
0
0
人
が
出
席
し
ま
し

た
。は
か
ま
姿
や
母
国
の
伝
統
衣

装
に
身
を
包
ん
だ
卒
業
生
が
、晴

れ
や
か
な
表
情
で
修
了
証
書
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
在
学
中
、日
本
語
の

習
得
に
励
む
だ
け
で
は
な
く
、地

域
の
行
事
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
、住
民
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

式
で
は
、卒
業
生
一
人
一
人
が
日

本
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、「
大
崎

は
第
二
の
ふ
る
さ
と
」「
た
く
さ
ん

の
人
に
支
え
て
も
ら
っ
た
」と
感

謝
や
思
い
出
を
述
べ
ま
し
た
。感

極
ま
っ
て
涙
を
見
せ
る
場
面
も
あ

り
、思
い
出
に
満
ち
た
一
年
間
の

軌
跡
を
物
語
り
ま
し
た
。式
典
終

了
後
は
写
真
を
撮
り
合
い
、別
れ

を
惜
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、卒
業
生
の
う
ち
４
人
が

地
元
企
業
や
団
体
に
就
職
し
ま
し

た
。地
域
の
一
員
と
し
て
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
１
日
、「
令
和
８
年
度
大
崎

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
辞
令
交
付

式
」を
行
い
ま
し
た
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」制
度
と

は
、都
市
圏
の
人
材
を
人
口
減
少

や
高
齢
化
が
進
む
地
方
で
受
け
入

れ
、地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が

ら
、そ
の
地
域
へ
の
定
住・定
着
を

図
る
取
り
組
み
で
す
。

　
今
年
度
は
、こ
れ
ま
で
活
動
し

て
い
た
５
人
の
隊
員
に
加
え
、新

た
に
今
野 

真ま
な

佳か 

隊
員
を
迎
え
ま

し
た
。本
市
出
身
で
Ｕ
タ
ー
ン
と

な
る
今
野
隊
員
は
、「
伝
統
工
芸

（
岩
出
山
し
の
竹
細
工
）振
興
業

務
」に
取
り
組
み
ま
す
。岩
出
山
地

域
に
3
0
0
年
以
上
受
け
継
が
れ

る
し
の
竹
細
工
は
、そ
の
特
徴
で

あ
る
柔
軟
性
や
弾
力
性
を
生
か
し

て
、ざ
る
や
籠
な
ど
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。今
野
隊
員
は
、伝
統
の

技
術
と
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、新
た
な
商
品
開
発
な
ど
に
注

力
し
ま
す
。

　
当
日
は
、伊
藤
前
市
長
が
各
隊

員
に
辞
令
を
交
付
し
、そ
れ
ぞ
れ

の
隊
員
が
今
年
度
の
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。市
外
か
ら
の
目
線
で
見

た「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」な
ら
で

は
の
課
題
解
決
に
期
待
が
高
ま
り

ま
す
。

　
市
で
は
、今
年
度
も
各
隊
員
と

連
携・
協
力
し
て
地
域
活
性
化
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
に
備
え
、応
急
危
険
度
判
定
模
擬
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た

株
式
会
社
ヤ
マ
ダ
環
境
資
源
開
発
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

お
お
さ
き
日
本
語
学
校
第
１
期
生
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
辞
令
を
交
付
し
ま
し

た

▲対象建築物の危険度を判定する参加者▲各チームの判定ステッカーを貼り出す参加者

▲鈴木校長（左）から修了証書を受け取る
　卒業生（右）▲涙を拭いながらスピーチをする卒業生

▲伊藤前市長（左）と株式会社ヤマダ環境資
　源開発ホールディングス代表取締役社長
　桑

くわ

野
の

 光
みつ

正
まさ

 氏（右）

▲協定書への署名

▲辞令を交付される今野 真佳 隊員
▲伊藤前市長（中央）と令和8年度地域おこし
　協力隊員
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東北大学大学院文学研究科と市民
のセミナー 第25期有備館講座

「見える文化／見えない文化」
問 �岩出山公民館　☎72-0357
　東北大学大学院文学研究科から講師を招き、全5回
のセミナーを開催します。美学・西洋美術史や日本文
学、日本史、日本語教育学、行動科学など、さまざまな分
野を分かりやすく解説します。
※全5回のうち特定の回のみの受講も可能です。

場所　岩出山公民館

定員　各回50人程度

料金　1回500円

持ち物　筆記用具

申込　5月7日㈭まで電話で申し込み（第2回以降も随
時受け付け）

第3回あすもまつり
問 �地域交流センター（あすも）　☎22-3001
　地域交流センター（あすも）の利用団体などが一堂に
会し、年に一度の学習成果を発表する場です。

日時　❶6月6日㈯❷6月7日㈰　10時～
場所　地域交流センター（あすも）

内容　❶展示・体験コーナー（※）、フレッシュスポーツ
発表会、ダンスパーティー❷展示・体験コーナー（※）、
ふれあい発表会
※�展示・体験コーナー内の「パソコン体験」を希望する
人は、6月3日㈬まで電話での申し込みが必要です。

三本木ノルディックウオーキング
体験会
問 �三本木公民館　☎52-5852
　世界農業遺産「大崎耕土」の景観を楽しみながら、ノル
ディックウオーキングを体験してみませんか。

日時　5月24日㈰　9時～正午（小雨決行）
場所　三本木地域特設コース

集合場所　豆坂温泉三峰荘駐車場（三本木新沼字中谷
地屋敷4）

対象　市民または市内に通勤・通学している人

定員　先着20人

料金　1,000円（弁当代）

持ち物　ポール（ある場合）、タオル、雨具、飲み物、マイ
ナ保険証または資格確認書、活動に適した服装
※ポールは貸し出します。

申込　5月1日㈮から電話、または氏名・電話番号・居
住地域を明記してEメール（sanbongi-ko@city.osaki.
miyagi.jp）で申し込み

第233回鹿島台互
た が

市
い ち

が開催されました
　4月10日から12日まで、鹿島台地域で「第233回鹿島台互
市（春）」が開催されました。
　鹿島台昭和通りを中心に約180の露店が軒を連ね、季節の
花や野菜、海産物、瀬戸物、工芸品など、さまざまな品が並び、
通りを埋め尽くすほどの来場者でにぎわいました。
　また、今年は大崎市誕生20周年を記念して、鹿島台駅前通
り公園にR

ロ イ ズ

OYCE’の移動販
売車が出店しました。鹿島
台小学校には、消防車両や
警察車両をはじめとする

「はたらくくるま」が集結
し、子どもたちは目を輝か
せていました。
　強風の影響で一部中止と
なる催しもありましたが、
全国から約73,000人が足
を運び、大盛況の3日間と
なりました。秋の互市（11
月10日～12日）に期待が高
まります。

　3月22日、JR塚目駅前広場で「塚目駅前
広場完成を祝う会」が開催されました。
　本事業は、駅周辺施設の老朽化対策やバ
リアフリー化を目指し、市や地域、JR東日
本などが議論を重ね、令和5年度から本格
的な工事を進めてきました。新しく整備さ
れたロータリーや歩道の拡幅により、JR
塚目駅はより快適に利用できる駅へと生
まれ変わりました。
　当日は宮城県古川黎明高等学校吹奏楽
部による軽快な演奏で幕を開け、集まった
約200人の来場者と共に完成を喜び合い
ました。特設ステージでは、紅白まんじゅ
うが振る舞われるなど、地域住民主催の

「手作り」の演出で、会場は大いに盛り上が
りました。
　今後も地域の皆さんと共に、陸羽東線を
さらに盛り上げていきます。

地域の皆さんとJR塚目駅前
広場の完成を祝いました

加
か

護
ご

坊
ぼ う

桜まつりが開催されました
　4月3日から30日まで、加護坊山自然公園で「第42回加護
坊桜まつり」が開催されました。
　見頃を迎えた約2,000本の桜が加護坊山一帯に咲き誇り、
山全体が淡いピンク色に染まりました。山頂付近の広場では
音楽イベントの開催や露店があり、訪れた人たちは春の陽気
あふれる景色に足を止めながら、思い思いに五感で花見を楽
しみました。
　また、夜間のライトアップでは、日中とは違う夜空に浮かび
上がる幻想的な夜桜に多くの人が魅了されました。
　満開の桜と多くの人の笑顔に包まれ、田尻地域の春を彩る
にぎやかな祭りになりました。

▶多くの露店と来場者で
　にぎわう昭和通り

▲満開の桜に囲まれ音楽に耳を傾ける来場者

▲�新しい駅前広場の完成を祝いテープカット
が行われました▲第2回あすもまつりのステージイベント

日時 テーマ 講師

第1回 5月9日㈯
13:30～16:00

｢イメージの伝
でん

播
ぱ

－古代ローマの視
覚文化を中心に
－」

准教授
氷

ひ

見
み

野
の

 夏
な つ

子
こ

第2回 6月20日㈯
13:30～15:30

「『平家物語』の世
界」

教授
佐

さ

倉
く ら

 由
よ し

泰
や す

第3回 7月18日㈯
13:30～15:30

「知られざる騒動
－元

げん

禄
ろく

年間舟
ふな

山
やま

甚
じん

左
ざ

衛
え

門
もん

一
いっ

件
けん

につい
て－（仮）」

教授
籠
か ご

橋
は し

 俊
と し

光
み つ

第4回 8月22日㈯
13:30～15:30

「日本社会と外国
人」

准教授
島
し ま

崎
さ き

 薫
かおり

第5回 9月26日㈯
13:30～16:00

「心を測るものさ
し－心理学と心の
測定－」

准教授
水
み ず

野
の

 景
け い

子
こ
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Ｖバ

イ

タ

リ

テ

ィ

ー

ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
大
崎
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
を
募
集
し
ま
す 

問 

健
康
推
進
課
健
康
増
進
担
当　
☎
㉓
２
２
１
５

　
市
で
は
、昨
年
に
引
き
続
き
、住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
と
の
連

携
協
定
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
、ア
プ
リ
を
活
用
し
た
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。ア
プ
リ
内
の「
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ

レ
ン
ジ
」を
達
成
す
る
と
、ド
リ
ン
ク
チ
ケ
ッ
ト
や
商
品
券
な
ど
の

特
典
を
獲
得
で
き
ま
す
。　

　
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間　
６
月
１
日
㈪
〜
７
月
26
日
㈰

■
対
象　
15
歳
以
上
の
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤・
通
学
し
て
い

る
人
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
有
し
て
い
る
人（
ほ
か
要
件
あ
り
）

■
定
員　
先
着
２
０
０
人

■
申
込
期
間　
５
月
25
日
㈪
〜
31
日
㈰

■
申
込
方
法　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
の
上
、

Ｖ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
必
要
事
項
を
登
録

　
各
助
成
の
受
付
件
数
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。事
前
に
建
築
指
導
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
助
成

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を
助
成
し

ま
す
。　

■
対
象
建
築
物　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
し
た
、３
階
建
て
以
下
の
一
戸

建
て
木
造
住
宅

■
自
己
負
担
額　
８
４
０
０
円

※�

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合

は
、延
べ
床
面
積
に
よ
っ
て
負
担
額
が

増
額
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
５
月
７
日
㈭
～
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
用
助
成

　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
や
建
て
替

え
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
建
築
物　
市
が
実
施
し
た
耐
震
診

断
に
よ
り
作
成
し
た
改
修
計
画
に
基
づ

き
、改
修
工
事
や
建
て
替
え
を
行
う
住
宅

※�

増
築
や
減
築
を
伴
う
改
修
工
事
は
、補

助
対
象
外
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額　
改
修
費
用
の
５
分
の
４（
上

限
額
１
１
５
万
円
）

※�

併
せ
て
行
う
耐
震
改
修
工
事
以
外
の
工

事
も
、上
乗
せ
で
助
成
し
ま
す
。（
上
限

額
10
万
円
）

■
受
付
期
間　

　
５
月
７
日
㈭
～
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
費
用
助
成

　
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
除
却
す
る

工
事
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

■
除
却
対
象　
道
路
か
ら
の
高
さ
が
１

メ
ー
ト
ル
以
上（
擁
壁
上
の
場
合
は
０・４

メ
ー
ト
ル
以
上
）で
、平
成
30
年
度
以
降
に

市
が
実
施
し
た
調
査
で「
特
に
問
題
な
し
」

以
外
に
判
定
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀

■
補
助
金
額　
除
却
工
事
に
要
し
た
費
用

の
６
分
の
５

※�

除
却
部
分
の
面
積
に
対
し
て
、１
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
９
５
０
０
円
を
乗
じ

た
額
と
、37
万
５
千
円
の
い
ず
れ
か
低

い
額
が
上
限
額
と
な
り
ま
す
。

※�

フ
ェ
ン
ス
混
用
塀
な
ど
の
場
合
の
面
積

は
、フ
ェ
ン
ス
部
分
の
見
付
面
積
が
２

分
の
１
、門
柱
の
表
面
積
が
２
分
の
１

と
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間　

　
５
月
７
日
㈭
～
令
和
９
年
２
月
26
日
㈮

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断・改
修
費
用
と
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

除
却
費
用
を
助
成
し
ま
す 問 

建
築
指
導
課
指
導
担
当　
☎
�
８
０
５
７

お
お
さ
き
市
民
健
診（
乳
が
ん

検
診
） 問 

健
康
推
進
課
健
康
増
進
担
当

☎
�
２
２
１
５

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課　

　
申
込
者
に
４
月
下
旬
～
５
月
上
旬
に
乳
が

ん
検
診
の
受
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。申

し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
で
受
診
を
希
望
す

る
場
合
は
、住
ん
で
い
る
地
域
の
担
当
部
署

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

商
店
街
や
中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す

問 

産
業
商
工
課
商
業
振
興
担
当　
☎
㉓
7
0
9
1

大
崎
市
頑
張
る
商
店
街・
事
業

者
グ
ル
ー
プ
応
援
事
業
補
助
金

　
に
ぎ
わ
い
創
出
や
継
続
的
な

来
店
に
つ
な
が
る
活
性
化
の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象

　
市
内
の
商
工
団
体
、商
店
街

振
興
組
合
や
地
域
商
業
振
興
を

目
的
と
す
る
事
業
者
グ
ル
ー
プ

な
ど（
お
お
む
ね
10
以
上
の
小
売

業
、飲
食
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
の
事
業
者
で
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
）

■
受
付
期
間

　
令
和
９
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

（
予
算
に
達
し
次
第
終
了
）

■
申
請
先

▼�

産
業
商
工
課（
市
役
所
本
庁

舎
３
階
北
側
）

大
崎
市
頑
張
る
事
業
者
応
援
事

業
補
助
金

　
市
内
の
中
小
企
業・
小
規
模

事
業
者
の
販
路
開
拓
や
事
業
の

拡
充
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象　

　
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、

古
川
商
工
会
議
所・
大
崎
商
工

会・
玉
造
商
工
会
の
い
ず
れ
か

の
会
員
で
あ
る
事
業
者

■
受
付
期
間　

❶
❷
６
月
１
日
㈪
～
令
和
９
年

３
月
31
日
㈬（
予
算
に
達
し
次

第
終
了
）

❸
❹
６
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

■
相
談・申
請
先

▼
古
川
商
工
会
議
所

　
☎
㉔
０
０
５
５

▼
大
崎
商
工
会

　
☎
�
２
２
７
２

▼
玉
造
商
工
会

　
☎
�
０
０
２
７

　
市
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、商
店
街
や
事
業
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
、中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の
経
営

基
盤
の
強
化
を
支
援
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

共
通
事
項

■
申
請
回
数（
上
限
）　
原
則
、年
度
内
に
１
事
業
者
ま
た
は
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
、対
象
事
業
一
覧
の
区
分
ご
と
に
、そ
れ
ぞ
れ
１
回
ま
で

- INFORMATION - アイコンの説明

広報おおさき　令和8年5月号広報おおさき　令和8年5月号 1212広報おおさき　2026年5月号広報おおさき　2026年5月号1313

地域 日程 受付時間 場所

鳴子温泉
5月13日㈬ 8:30～ 9:30 鬼首基幹集落センター

12:30～13:30
鳴子公民館5月14日㈭

8:30～ 9:00
9:30～10:00
12:30～13:30

松山
5月19日㈫

8:30～ 9:00
9:30～10:00
12:30～13:30 松山保健福祉センター

5月20日㈬ 8:30～ 9:00
9:30～10:00

日程 時間 場所
5月25日㈪ 9:00～14:00 市役所本庁舎1階市民交流エリア屋内広場（パタ崎さん家

ち

）

5月31日㈰ 10:00～12:00 図書館（来楽里ホール）

■登録サポート会
　参加登録の操作に不安がある人を対象に、予約不要のサポート会を開催します。

■集団健診（乳がん検診）

■対象事業一覧

■対象事業一覧

※単価10万円以上の設備投資または施設改修を伴わないものは、上限50万円となります。

区分 主な対象経費 補助率 補助上限額

事業実施枠
消費者参加型イベント（まつり、売り出
しなど）の開催やクーポン発行、商品券
発行などの事業に要する経費

2分の1
以内 20万円魅力発信枠

ウェブサイト構築、SNSによる情報発信、
イルミネーションなど、事業主体の魅力発
信を目的に実施する事業に要する経費

魅力向上枠 勉強会の開催や調査分析を行う事業に
要する経費

区分 主な対象経費 補助率 補助上限額
❶IT導入サポー
ト枠

業務の効率化を目的としたソフトウエ
ア導入やシステム導入に要する経費

3分の2
以内

15万円
❷販路拡大枠 商品やサービスの新たな販路開拓に要

する経費
2分の1
以内

❸スケールアッ
プ枠

事業の拡充や生産性向上を目的とした
設備・機器導入経費 30～100

万円（※）❹店舗イメージ
アップ枠

小売業、飲食業、サービス業で集客効果
を高める店舗づくりに必要となる経費

❶�目標ポイントの
達成を目指して
運動

❷�目標ポイント達
成でルーレット
にチャレンジ

❸�ドリンクチケッ
トや商品券など
を獲得

Vitality大崎ウォーク
利用イメージ



「令和8年経済センサス-活動
調査-」を実施します

　令和8年6月1日を基準日とした、
全ての事業所・企業を対象とする統計
法に基づく調査です。調査結果は、行
政施策の立案や地域の産業振興など、
社会経済の発展を支える基礎資料と
して活用されます。
　対象となる事業所・企業には、国か
らインターネット回答用の調査書類が
送付されますので、回答への協力をお
願いします。インターネットでの回答
が難しい場合は、調査員が訪問します。
　詳しくは、市ウェブサイトを確認し
てください。
問 総務課統計担当

☎23-5195

おおさき暮らし応援事業
ギフトカードを再配送します

対象　2月28日までに「みやぎポイ
ント」を取得しなかった人で、3月1日
時点で本市に住民登録があり、1度目
の配送でギフトカードの受領ができ
なかった人
送付時期　5月1日㈮～
送付方法　ゆうパック（対面配達）
※�再配送でも受領されず返送された場
合、辞退とみなすことがあります。

問 おおさき暮らし応援事業サポート窓
口（産業商工課内）　☎23-7091

「みやぎポイント」加盟店に登
録しませんか
市では、6月に「みやぎポイント」を

活用し、市内の店舗に利用を限定した
割増電子商品券を販売します。
加盟店の登録は、事前の申し込み

が必要です。登録方法など詳しくは、
ウェブサイトを確認してください。
※�加盟店登録が済んでいる事業者は
手続き不要です。登録時に配布され
た二次元コードは継続して使用で
きます。

問 産業商工課商業振興
担当　☎23-7091

大規模小売店舗立地法に基づ
く縦覧を行います
ドン・キホーテ古川店の変更届提出

に伴う「大規模小売店舗立地法」に基
づく縦覧を行います。
期間　7月6日㈪までの8時30分～
17時15分（土・日曜日、祝日を除く）
場所　産業商工課（市役所本庁舎3階
北側）
届出内容　大規模小売店舗の代表者
の氏名の変更
問 産業商工課商業振興担当

☎23-7091

除草剤は適切に使用しましょ
う
市内で、非農耕地用除草剤の影響に

よる農作物の枯
こ し

死が発生しています。
除草剤の使用方法や注意事項を十

分に確認し、田畑へ薬剤が流入する
恐れのある傾斜地や河川、農業用排水
路付近での使用や、降雨前後での散
布は控えてください。
問 農村環境整備課農村整備担当

☎23-2318

鉛製給水管の取り替え工事費
を補助します
市は、鉛製給水管をポリエチレン製
などの給水管へ取り替える工事に対
し、補助金を交付します。
詳しくは、市ウェブサイトを確認し
てください。
対象　個人宅で、配水管
から水道メーターを過ぎ
た、自宅側1メートルまで
の範囲（鋼管は対象外）
申込　経営管理課で配布、または市
ウェブサイトからダウンロードした
申請書に必要事項を明記し、必要書類
を添えて提出
問 経営管理課給排水担当

☎24-1112

有効期限を迎える水道メー
ターの定期交換をしています

　該当する世帯や事務所には、市から
事前にチラシなどで連絡し、市が委託
した指定給水装置工事事業者が交換
作業を行います。
期間　4月下旬～11月下旬
対象　平成30年度に市が設置した水
道メーター
問 経営管理課給排水担当

☎24-1112

農作業に伴う道路汚れの防止

農作業機械で田畑から道路へ出る
際は、必ず泥を落としてから走行して
ください。
道路に落ちた泥は通行の妨げとな
り、大変危険です。やむを得ず道路を
汚した場合は、速やかに清掃してくだ
さい。
また、大きな泥の塊などが落ちてい
ることに気づいた人は、道路脇への移
動や清掃に協力してください。
問 建設課道路維持担当

☎23-8015

なくそう 望まない受動喫煙～
イエローグリーンキャンペー
ン2026～
令和2年4月に健康増進法が一部改

正され、受動喫煙を防止する取り組み
が、個人のマナーから社会のルールに
変わりました。
市内では、5月31日～6月6日の「禁

煙週間」に合わせて、市役所本庁舎をは
じめとした各施設で「受動喫煙をした
くない、させたくない」という気持ち
を表すイエローグリーンのライトアッ
プを実施します。
実施予定施設など詳しくは、市ウェ

ブサイトを確認してください。
問 健康推進課健康増進

担当　☎23-2215

「消費者月間」パネル展

「見える情報 見えない仕組み～AI
時代の消費者力を高めるために～」を
テーマにパネル展示や啓発チラシの
配布などを行います。
日時　5月14日㈭9時～15日㈮10時
場所　市役所本庁舎1階市民交流エ
リア屋内広場（パタ崎さん家

ち

）
問 消費生活センター　☎21-7321

後発医薬品（ジェネリック医
薬品）を活用しましょう
ジェネリック医薬品は、先に開発さ

れた医薬品とほぼ同じ効果がある低
価格の薬です。
市では、国民健康保険に加入する35

歳以上の人を対象に、年3回「ジェネ
リック医薬品に関するお知らせ」を送
付しています。普段服用している薬を
ジェネリック医薬品に切り替えるこ
とで、抑えられる医療費を記載してい
ます。
詳しくは、市ウェブサイトを確認し

てください。
問 保険年金課医療保険

担当　☎23-6051

移住のための住宅購入やリ
フォームを支援します
事前に手続きの進め方、補助の内容

や要件について、問い合わせください。
※�予算に達した時点で受け付けを終
了します。
■住宅新築・購入
補助額　上限額140万円
■購入する住宅のリフォーム
補助額　上限額90万円
※工事着手後は申請できません。
問 建築住宅課住宅担当

☎23-2108

5月12日は「民生委員・児童委
員の日」です
民生委員・児童委員は、厚生労働大

臣から委嘱を受けた地域のボランティ
アです。
「身近な相談相手」として、高齢者や
子育て家庭などを訪問する見守り活
動、また住民が抱える心配事の相談に
対応し、必要に応じて行政や専門機関
へつなぐ相談支援活動、地域の交流の
場づくりなど、地域福祉の向上を目指
して活動しています。
法律上の守秘義務があるため、相談

内容や個人の秘密は守られます。一人
で悩まずに、気軽に相談してください。
問 社会福祉課地域共生社会担当

☎23-6012

指定ごみ袋を購入できない場合の対応

　大崎地域広域行政事務組合では、安定的に指定ごみ袋を供給することが困難
な状況です。市民の皆さんは、指定ごみ袋を購入できない場合は次のようにし
てください。
■指定ごみ袋を購入できない場合
　中身が見える市販の透明または半透明の袋（30～45リットルのサイズに限
る）でごみを出すことができます。
※�ごみの種類に応じて袋に「燃やせるごみ」または「プラスチック」と大きく書
いてください。

期間　5月19日㈫まで
問 大崎地域広域行政事務組合業務課　☎25-8867

環境保全課生活環境担当　☎23-6074

- INFORMATION - アイコンの説明

広報おおさき　令和8年5月号広報おおさき　令和8年5月号 1414広報おおさき　2026年5月号広報おおさき　2026年5月号1515

▲使用できる袋（透明または半透明） ▲使用できない袋（中身が見えない色）

▲市ウェブサイト



国民年金の届け出が必要です

国民年金は、20歳以上60歳未満の
全ての人が加入し、保険料を納めなけ
ればなりません。
届け出をしなかった場合は、年金額
が少なくなる、または受け取れないこ
とがあります。
届け出が必要な場合
❶退職したとき（厚生年金加入者でな
くなったとき）
❷会社員や公務員などの配偶者の扶
養から外れたとき（配偶者の退職と配
偶者の65歳到達時を含む）
届出先　保険年金課（市役所本庁舎
1階）、各総合支所市民福祉課または
古川年金事務所
持ち物　資格喪失証明書、本人確認
書類（マイナンバーカードや運転免許
証など顔写真付きのもの）
問 古川年金事務所　☎23-1200

保険年金課年金担当　☎23-6051
各総合支所市民福祉課

自動車税の納期限は6月1日
㈪です

　県税事務所や金融機関の窓口、コン
ビニエンスストアのほか、インター
ネットを利用してクレジットカード
などでも納付できます。納期限までに
忘れず納めましょう。
※�納付後すぐに継続検査などを受け
る人は、県税事務所や金融機関の窓
口、コンビニエンスストアで納付し
てください。

問 県北部県税事務所納税第一班
☎91-0706

歴史探訪講座「世界農業遺産
めぐり」
バスで鹿島台地域を巡りながら、「大

崎耕土」の伝統的水管理システムにつ
いて学んでみませんか。
日時　6月9日㈫　9時～15時
集合場所　鹿島台瑞・華・翠交流施設
（鎌田記念ホール）
定員　先着15人
持ち物　昼食、飲み物、筆記用具、雨具
申込　5月1日㈮から28日㈭まで電
話で申し込み
問 鹿島台公民館　☎56-2510

古川八
や

百
お

屋
や

市
まち

「古川八百屋市」は、420年以上の
歴史を持つ伝統的な朝市です。採れ
たての新鮮な野菜のほか、海産物、
山菜、餅、団子、花きなどさまざまな
商品が並びます。
期間　6月27日㈯までの3と7が付
く日（30日・31日を除く）　6時～9時
場所　道の駅おおさき
問 観光交流課観光振興担当

☎23-7097

地域交流センター（あすも）の
パソコン教室

　エクセルを使った効率的な住所の
入力方法や、データの並べ替え、検索
方法などを学べます。
日時　5月20日㈬　18時30分～20
時30分
定員　7人（応募多数の場合は抽選）
料金　300円（資料代）
持ち物　データ保存用の媒体（ノート
パソコンの持参可能）
申込　5月14日㈭まで電話で申し込
み
問 地域交流センター（あすも）

☎22-3001

地域おこし協力隊（デジタル
活用支援）講座

■デジタルなんでも相談会
　デジタル機器の困り事について、地
域おこし協力隊がサポートします。
開催日 場所 時間（1日5回）
5月19日㈫ 松山総合支所

10:00～10:50
11:00～11:50
13:00～13:50
14:00～14:50
15:00～15:50

5月22日㈮ 岩出山総合支所

5月26日㈫

市役所本庁
舎1階市民
交流エリア
屋内広場
（パタ崎さん
家
ち

）
対象　デジタル機器の操作などに困っ
ている18歳以上の市民
定員　各回先着1人
持ち物　相談したいパソ
コンやスマートフォンな
どのデジタル機器
■ひと工夫で変わる スマホ写真講座
　スマートフォンでの写真撮影のコ
ツを学ぶワークショップです。
�　撮影した作品は、岩出山地区公民館
に展示する予定です。
日時　5月14日㈭　10時～正午
場所　岩出山地区公民館、旧有備館お
よび庭園
定員　先着10人
持ち物　スマートフォン、
飲み物、動きやすい服装
■共通事項
申込　申込フォームまたは電話（平日
9時～17時）で申し込み
問 地域おこし協力隊 橋元

☎070-1593-0814

特定計量器の定期検査を受け
ましょう

　取引・証明に使用する「はかり」は、2
年に1回、知事が実施する定期検査を
受けることが義務付けられています。
　定期検査に合格しないと、使用する
ことができなくなります。該当する「は
かり」を持っている人は、検査を受けて
ください。指定日に受けられない場合
は、最寄りの会場で受けてください。
対象　商店・会社・工場・病院・事務所・
学校・行商・宅配便などで使用するは
かり、農家で野菜・果実の庭先販売に
使用するはかりなど
検査料　有料
※�型により検査手数料は異なります。

日時 対象
地域 検査場所

5月11日㈪・12日㈫
10:30～14:30（※） 古川

村田工務所 パ
タ崎さんHall 
おおさき（大崎
市民会館）

13日㈬
10:30～14:00（※）岩出山

岩出山総合支
所車庫

18日㈪
10:30～14:00（※）鹿島台

鹿島台瑞・華・翠
交流施設（鎌田
記念ホール）

19日㈫
10:30～12:00 田尻 田尻スキップ

センター車庫
20日㈬
10:30～12:00 松山 松山総合支所

車庫
25日㈪
10:30～14:30（※）

鳴子
温泉

鳴子総合支所
車庫

26日㈫
10:30～14:30（※） 古川

東大崎地区公
民館

27日㈬
10:30～12:00 三本木 三本木総合支所車庫
6月1日㈪
10:30～14:30（※） 古川

古川保健福祉プ
ラザ（fプラザ）

※正午～13時を除きます。
問 宮城県計量検定所

☎022-247-1641
産業商工課商業振興担当
☎23-7091

シルバー人材センターの会員
を募集します

　シルバー人材センターに登録して、
仕事をしてみませんか。
説明会日時　5月12日㈫・26日㈫・6
月2日㈫・16日㈫　10時～
場所　大崎市シ
ルバー人材セン
ター会議室
対象　健康で働
くことができる
60歳以上の市民
持ち物　筆記用具、印鑑
問 公益社団法人大崎市シルバー人材

センター　☎22-3138

鹿島台駅前マルシェ

　露店やキッチンカー、手作り体験が
できる店が立ち並ぶほか、ステージイ
ベントも開催します。新しい日常の楽
しみを見つけてみませんか。
　詳しくは、I

イ ン ス タ グ ラ ム

nstagramを確認してく
ださい。
日時　5月17日㈰・6月21日㈰・9月
20日㈰　9時30分～13時、7月25日
㈯・8月29日㈯　16時～20時
場所　JR鹿島台駅前通り公園および
JR鹿島台駅前広場
問 鹿島台駅前マルシェ実

行委員会（鹿島台総合
支所地域振興課内）
☎56-7111

図書館ミニ展示「豊臣秀吉の
時代とみちのく」

　豊臣秀吉の天下統一に向けた動き
がもたらした東北地方への影響や、大
崎地域での出来事を、戦国武将の手紙
から読み解きます。
期間　6月28日㈰まで
場所　図書館（来楽里ホール）郷土展
示コーナー
問 文化財課保護担当　☎23-2214

市民作品展

■大崎耕土～果てなく美しき大地 
荒
あ ら

木
き

健
け ん

次
じ

写真展Ⅱ
期間　5月1日㈮～7日㈭　10時～
17時（初日は13時から、最終日は15
時まで）
内容　写真
■第24回ふじまつり古川今昔写真展
期間　5月7日㈭～10日㈰　10時～
17時（最終日は15時まで）
内容　写真
■西陣美術織 若

じゃくちゅう

冲と北
ほ く さ い

斎展
期間　5月15日㈮～19日㈫　10時～
17時（初日は正午から、最終日は16
時まで）
内容　西陣美術織
■一期一絵の会 絵てがみ作品展
期間　5月16日㈯～18日㈪　10時～
16時
内容　絵手紙
■第53回長瀬れい子「小さなアート
展」
期間　5月23日㈯～29日㈮　10時～
17時（初日は13時から、最終日は16
時まで）
内容　絵手紙など
■共通事項
場所　大崎市民ギャラリー（緒絶の館）
問 大崎市民ギャラリー（緒絶の館）

☎21-1466
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としょカフェ

　認知症の人や家族など、誰でも気軽
に立ち寄ってホッとできる場所です。
日時　5月23日㈯　13時～15時
場所　図書館（来楽里ホール）多目的
ホール
内容　栄養講座、介護講座、相談コー
ナー、介護情報や関連図書の展示な
ど
問 高齢障がい福祉課高齢福祉担当

☎23-6085

大崎地域手話奉仕員養成講座
（入門課程）

　手話で日常会話を行う手話奉仕員
を養成します。
　令和8年度は入門課程を、令和9年
度は基礎課程を開催します。両課程を
修了し、同意を得た人を手話奉仕員に
登録します。
期間　6月10日㈬～11月25日㈬

（全23回）　18時30分～20時30分
場所　図書館（来楽里ホール）多目的
ホール
対象　大崎地域在住の18歳以上の人
で、聴覚障がい者の福祉に理解と熱意
があり、手話学習経験のない初心者の
人
定員　20人（応募多数の場合は抽選）
料金　6,050円（資料代・システム代）
申込　高齢障がい福祉課（市役所本庁
舎1階）で配布、または市ウェブサイト
からダウンロードした受講申込書に必
要事項を明記し、5月15日㈮まで持参
または郵送（989-6188 古川七日町
1-1）、ファクス、Eメール（kourei@city.
osaki.miyagi.jp）のいずれかで申し込
み
問 高齢障がい福祉課

障がい福祉担当
☎23-2167
FAX23-2418

おおさき食楽まつり2026

　市内外の「うまいもん」が堪能でき
るグルメの祭典です。
日時　6月6日㈯・7日㈰　10時～16
時
場所　鳴子温泉ゆめぐり広場
■鳴子温泉観光協会&おおさき食楽
まつりコラボ企画「町内散策スタンプ
ラリー」
　期間中、食楽まつり会場内2カ所と
温泉街の協賛店2カ所の計4カ所を
利用し、4つのスタンプを集めると景
品が当たる抽選会に参加できます。
問 食楽まつり実行委員会事務局

☎090-4636-3899（大久保）

パレットふるしんホール（大崎
生涯学習センター）の催し

■みんなの天文教室「春の大三角」
日時　5月9日㈯　15時～16時（受
け付けは14時45分から15時15分ま
で）
■星をみる会「春の大三角」
日時　5月9日㈯　19時30分～20
時15分（受け付けは19時15分～19
時45分）
その他　中学生以下は保護者同伴
※�他の催しは、ウェブサイトを確認し

てください。
問 パレットふるしんホール

（大崎生涯学習センター）
☎91-8611

タカカツアリーナ大崎（古川総合体育館）の催し
問 �タカカツアリーナ大崎（古川総合体育館）　☎24-0511
　詳しくは、問い合わせください。
□古川総合スポーツ大会（家庭バレーボール大会）　日時:6月14日㈰　開会式9時～　種目（1チーム12人以内）:ゴム
ボールの部、ビニールボールの部　料金:1チーム3,000円　申込:6月4日㈭　19時まで（※）　
※同日19時からタカカツアリーナ大崎（古川総合体育館）で、代表者会議および抽選会を実施します。
□スポーツ教室（通年）　❶合気道　開催日:土曜日　14時～15時　対象:小・中学生　料金:月額3,000円
❷居合道　開催日:土曜日　14時～17時　対象:一般　料金:月額2,200円
❸ボクシング　開催日:火・金曜日　19時～20時30分　対象:小学生　料金:月額3,000円

令和8年度みやぎ県民大学 学
校等開放講座「化学技術の世界
にふれてみませんか」

日時　6月28日㈰・7月5日㈰　9時
～正午
場所　宮城県古川工業高等学校4階
化学技術科実習室
内容　食品サンプルやカラフルビー
ズの製作、ウレタン樹脂の組み立て、
電子顕微鏡・デジタルマイクロスコー
プの操作
対象　小・中学生または18歳以上の
人
定員　30人（応募多数の場合は抽選）
料金　200円（保険料）
申込　5月7日㈭から28日㈭まで申
込フォームで申し込み
問 宮城県古川工業高等

学校　☎22-3166

宮城誠真短期大学
第1回オープンキャンパス

　宮城誠真短期大学で保育士・幼稚
園教諭を目指しませんか。
　オープンキャンパスに参加するこ
とで、特待生チャレンジ入試の資格を
得られます。
日時　5月23日㈯　10時～12時30
分
内容　特待生チャレンジ入試説明、
先輩保育者講話、学食弁当試食など
申込　申込フォームで申し込み（当
日参加も可）
問 宮城誠真短期大学

☎23-3220

令和8年度ひとり親家庭等就
業支援講習会「パソコン講習
会 ワード365 平日コース」

日時　6月3日㈬～7月24日㈮の水・
金曜日（全16回）　9時～16時
場所　宮城県母子・父子福祉センター
対象　県内在住のひとり親家庭の親
または寡婦で、全日程受講できる人
定員　15人（応募多数の場合は選考）
料金　17,600円（教材費・検定料）
申込　4月26日から5月20日㈬まで
ウェブサイトから申し込み
その他　3歳から小学校3年生まで
の託児あり
問 公益財団法人宮城県

母子福祉連合会
☎022-706-2648

図書館 健康チェッカーズ

　健康チェックで体の声を聞いてみ
ませんか。
日時　5月31日㈰　10時～正午
場所　図書館（来楽里ホール）多目的
ホール
内容　健康チェック・ワンポイントア
ドバイス（血管年齢測定・ベジチェッ
ク・インボディ測定など）、健康情報
コーナーなど
問 健康推進課

健康増進担当
☎23-2215

旧有備館および庭園の催し

■有備館ミニ企画展「端午の節句展」
　岩出山伊達家に伝わっ
た「宝

ほ う ぞ う い ん り ゅ う そ う じ ゅ つ

蔵院流槍術」などの
武芸について紹介します。
期間　5月31日㈰まで　9時～17時

（最終入館16時30分）
■子ども甲

かっちゅう

冑試着体験
日時　5月5日㈫㈷　10時～15時
対象　小学生以下
定員　先着30人程度
試着時間　1人当たり30分程度
■呈茶サービス
期間　11月までの土・日曜日、祝日（振
り替え休日を含む）　9時30分～15時
30分
料金　500円
■共通事項
入館料　一般400円、高校生300円、
小・中学生200円
問 岩出山公民館　☎72-0357

大崎市スポーツ推進委員協議
会岩出山支部共催 ノルディッ
クウオーキングin岩出山

日時　5月17日㈰　9時～12時30分
集合場所　岩出山ガスわんぱくアリー
ナ（岩出山体育センター）
定員　40人程度
料金　大人500円（傷害保険料含む）
持ち物　飲み物、雨具、防虫スプレー、
活動に適した服装
※�ポールは先着40人まで貸し出しま

す。
申込　5月12日㈫まで、申込フォー
ム、電話、住所・氏名・生年月日・電話
番号を明記してファクス、またはE
メール（taikyo.iwadeyama@blue.
ocn.ne.jp）のいずれかで申し込み
問 岩出山ガスわんぱくア

リーナ（岩出山体育セ
ンター）　☎72-1210

吉野作造記念館の催し

　詳しくは、ウェブサイトを確認して
ください。
■憲法記念日講演会
日時　5月3日㈰㈷　14時～16時
講師　西

に し

土
ど

 彰
し ょ う い ち ろ う

一郎 氏（東北大学大学
院法学研究科教授）
演題　「言論の自由を圧迫するもの
ジャーナリズムの可能性を問う」
料金　330円（入館料を含む）
申込　電話で申し込み
■G

ゴールデンウイーク

Wイベント
❶エコバッグ・こいのぼり工作
日時　5月5日㈫㈷　10時～13時
❷うたとピアノの楽しいコンサート
日時　5月5日㈫㈷　10時30分～11
時30分
出演　舘

た て

内
う ち

 聖
さ と

美
み

 氏、小野 道
み ち

子
こ

 氏
演目　『小犬のワルツ』、『さんぽ』など
❸アニメ上映
日時　5月5日㈫㈷　正午～13時
問 吉野作造記念館

☎23-7100

大崎地域職業訓練センター
「若手社員スキルアップ研修」

日時　6月9日㈫・10日㈬　9時～17
時
場所　大崎地域職業訓練センター
対象　若手社員（入社5年目前後）
定員　先着20人
料金　7,000円（テキスト代を含む）
申込　6月2日㈫まで、申込書を大崎
地域職業訓練センター（989-6156
古川西館3-9-10）に持参、ファクス
または郵送のいずれかで申し込み
問 大崎地域職業訓練

センター
☎22-1509
FAX21-9550
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期日 時間 場所・申込先 定員
（先着）

申込期限
（電話） 内容 持ち物

つくしん
ぼひろば 12日㈫ 10:30～

11:30
古川稲葉児童センター

（☎24-8513） 10組 8日㈮ はじめまして
こんにちは

飲み物、タオル、
上靴など

めだかひ
ろば 13日㈬ 10:30～

11:30
古川南児童センター

（☎22-3610） 5組 8日㈮ はじめまして　こ
んにちは!（風船）

飲み物、おしぼり、
タオル、着替えなど

コアラの
ひろば 14日㈭ 10:00～

11:00
鹿島台中央児童館
(☎56-4672)

なし
（※）7日㈭ はじめまして

の会 飲み物
なかよし
パーク 19日㈫ 10:30～

11:30
古川東児童センター
(☎23-1055) 5組 18日㈪ なかよしパー

クであそぼう
飲み物、タオル、着
替え、上靴など

ぽっかぽ
かひろば 20日㈬ 10:00～

11:00
三本木児童交流センター

（☎52-2078） 10組 18日㈪ はじめまして
こんにちは

飲み物、タオル、
着替えなど

わんぱく
タイム 20日㈬ 10:00～

11:30
川渡児童館

（☎84-7424）
なし

（※）13日㈬ ようこそ!川
渡児童館へ 飲み物など

大宮ちびっ
こひろば 21日㈭ 10:30～

11:30
古川大宮児童センター

（☎23-1120） 5組 14日㈭ たのしい外あ
そび

飲み物、タオル、着
替え、帽子など

きんよう
ひろば 22日㈮ 10:30～

11:30
古川中央児童館

（☎23-0430） なし なし どこかな?発見!!
宝さがし 飲み物

じどうかんであそぼう（5月）
対象　就学前の幼児と保護者 ※要予約



!

窓口受付時間の変更
　令和7年12月から移行実施してきた窓口受付時
間の変更について、令和8年6月から本格実施とな
ります。
　詳しくは、市ウェブサイトを確認してください。
■窓口受付時間の変更

　8時45分～16時
　市役所本庁舎1階および各総合支所市民福祉課

!

古川
地域 20日㈬ 9:45～10:30 清滝地区公民館

松山
地域    

8日㈮・29日㈮ 9:50～10:35 松山駅前区集会所
11:10～11:55 下伊場野水辺の楽校駐車場

1日㈮・22日㈮ 9:50～10:35 松山公民館
三本木
地域 8日㈮・29日㈮ 13:40～14:25 三本木総合支所駐車場

14:50～15:40 南谷地集会所

鹿島台
地域   1日㈮・22日㈮

11:05～12:15 鹿島台総合支所駐車場
13:35～14:25 鹿島台公民館
14:55～15:25 旧鹿島台第二小学校

岩出山
地域

20日㈬
11:00～11:45 真山地区公民館
13:40～14:25 有備館の森公園駐車場
14:50～15:35 ウジエスーパー岩出山店

13日㈬・27日㈬
13:30～14:15 あ・ら・伊達な道の駅

14:45～15:30 スーパーセンタートラスト岩出山店

鳴子
温泉
地域   

14日㈭・28日㈭
10:40～11:25 鬼首地区公民館
13:05～13:50 中山コミュニティセンター
14:15～15:00 湯めぐり駐車場

13日㈬・27日㈬ 10:10～10:55 鳴子総合支所駐車場
11:20～12:05 川渡地区公民館

田尻
地域 12日㈫・26日㈫

10:00～10:50 大貫地区公民館
11:15～12:10 沼部公民館
13:30～14:20 田尻スキップセンター
14:40～15:35 ウジエスーパー田尻店

※悪天候などの事情で、運行を中止・変更する場合があります。

❖ 防災行政無線各種サービス
　防災行政無線の放送内容が聞き取れないとき
などに、電話で確認することができます。

　また、防災行政無線の放送内容などをメール
で入手することができます。
　利用する際は、ウェブサイトから登
録してください。

❖ 大崎市防災ポータル
　災害に必要な情報をリアルタイムに伝えるた
め、大崎市防災ポータルを開設しまし
た。
　災害時の情報収集に活用してくだ
さい。

フリーダイヤル0120-6
む せ ん

00-05
ごよう
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❖ 空間放射線量の測定結果
（単位：マイクロシーベルト/h）

4月13日測定 地表面
から1m

地表面
から0.5m

市役所本庁舎 0.05 0.05
松山総合支所 0.04 0.04
三本木総合支所 0.04 0.05
鹿島台総合支所 0.05 0.04
岩出山総合支所 0.03 0.04
鳴子総合支所 0.03 0.04
田尻総合支所 0.04 0.04
問 防災安全課消防担当・交通防犯担当  

☎23-5144

❖ 令和8年火災発生件数
(1月～3月末日まで)

種類 発生 前年比
建物火災 13件 ＋ 6
林野火災 0件 0
車両火災 0件 － 1
その他火災 2件 － 2

合計 15件 ＋ 3
❖ 令和8年交通死亡事故件数

(1月～3月末日まで)
内訳 発生 前年比

発生件数 2件 0
死亡者 2人 0

農林業系汚染廃棄物の焼却処理に関するお知らせ　問 環境保全課放射能対策推進室 ☎23-6074
　東京電力福島第一原子力発電所の事故で放射能汚染された農林業系汚染廃棄物の焼却処理を、中央クリーンセンター、東部ク
リーンセンターで実施しています。各種の放射性セシウム濃度および空間線量の測定結果は、いずれも基準値内でした。

❖ 焼却内容の実績（単位：ベクレル/kg）
項目 中央 東部 合計

搬入量 5.68㌧ 1.80㌧ 7.48㌧
最大搬入濃度 7,991 7,991

□各種測定結果（混焼期間:2月1日～28日）

※旧西部玉造クリーンセンターのモニタリングポストは、
　令和6年11月に撤去されました。

　　

▲

環境省モニタリングポストの情報

※基準値:3カ月平均値が次式を満足すること。

 セシウム134の濃度（Bq / ㎥）＋セシウム137の濃度（Bq / ㎥） ≦ 1 　　　　20（Bq / ㎥）　　　　　　　　30（Bq / ㎥）

※基準値:1,193以下

※放流水の基準値:3カ月平均値が次式を満足すること。

 セシウム134の濃度（Bq / ㎥）＋セシウム137の濃度（Bq / ㎥） ≦ 1 　　　　60（Bq / ㎥）　　　　　　　　90（Bq / ㎥）

❖ 排ガスの測定結果
項目 中央 東部
1号炉 検出下限値未満 検出下限値未満
2号炉 検出下限値未満 検出下限値未満

❖ 焼却灰などの測定結果（単位：ベクレル/kg）
項目 中央 東部
飛灰 540～820 150～350

焼却灰 検出下限値未満～100 65～73
❖ 大日向クリーンパークの放射性セシウム濃度の測定結果
放流水、地下水（井戸上部）、地下水

（井戸下部） 不検出

❖ 空間線量の測定結果（単位：マイクロシーベルト/h）
　環境省が市内および大崎地域広域行政事務組合に設置したモニタリングポスト14カ所それぞれの空間線量の平均値および
最大値については、次の範囲でした。

測定期間 平均値 最大値
2月1日～28日 0.041～0.058 0.066～0.090

最大値観測場所 大崎広域東部クリーンセンター 大崎広域東部クリーンセンター

5月の移動図書館
「きらり号」

❖ 4月1日現在の大崎市の人口 （単位：人・世帯）
地域 男 前月比 女 前月比 計 前月比 世帯数

古川 36,743 －89 37,746 －132 74,489 －221 33,726
松山 2,485 －13 2,554 －24 5,039 －37 2,174
三本木 3,525 －10 3,515 －13 7,040 －23 2,741
鹿島台 5,049 －33 5,419 －19 10,468 －52 4,611
岩出山 4,408 －25 4,467 －23 8,875 －48 3,970
鳴子温泉 2,209 － 4 2,362 － 5 4,571 － 9 2,350
田尻 4,569 －10 4,564 －25 9,133 －35 3,661
市全体 58,988 －184 60,627 －241 119,615 －425 53,233
問 総務課統計担当　☎23-5195

❖ 今月の納税
軽自動車税 全期

固定資産税・都市計画税 第1期

　納期限：6月1日㈪
※市から送付する納付書や口座振替を利用し
　ている人の納期限です。口座振替を利用し
　ている人は、記帳などで残高と振替結果を
確認してください。

問 納税課収納担当  ☎23-5148

子育て支援情報
　子育てイベントや講座、育児相談などの情
報を市ウェブサイトに掲載しています。ぜひ
チェックして、日々の子育てに役立ててくだ
さい。

※�詳しくは、各子育て支援センター
まで問い合わせください。

大崎市乳幼児健診・
相談予定表

　乳幼児健診・相談の日程や持ち物は、市ウェ
ブサイトを確認してください。

　本市の20年の歩みを振り返る記念誌に掲載する写真を募集します。
　テーマは「未来につなげたい大崎の宝」です。未来に残したい市内各地域
の「宝」を切り取った写真を応募してください。

応募期間　5月1日㈮～6月30日㈫
応募対象　大崎市内（旧古川市・松山町・三本木町・鹿島台町・岩出山町・鳴子町・
田尻町を含む）で撮影された写真
※応募点数に制限はありませんが、類似作品は不可とします。
応募方法　市ウェブサイトからダウンロードした応募用紙（写真1点につき1枚）に氏名（フリガナ）・年
齢・連絡先（電話番号またはEメール）・写真への想い（募集テーマに基づき写真を選んだ理由）・撮影場
所・撮影時期を明記し、写真データ（1枚当たり約5メガバイト以内で、jpeg・png・gifのいずれかの形
式）を添付した上でEメール（hisho@city.osaki.miyagi.jp）、または申込フォームで応募
※Eメールで応募する場合は、件名を「大崎市誕生20周年記念誌写真応募」としてください。
※応募する際は、市ウェブサイトの募集要領を十分に確認してください。

広報おおさき　令和8年5月号広報おおさき　令和8年5月号 2020広報おおさき　2026年5月号広報おおさき　2026年5月号2121

- INFORMATION - アイコンの説明

問 秘書広報課広報広聴担当　☎23-5023



相 談 コ ー ーナ

5月の相談日

消費者ホットライン  ☎188
近くの消費生活センターにつなが
ります。（全国共通）

休日歯科

5月の休日救急当番医 大崎市医師会・加美郡医師会

問 大崎保健所疾病対策班  ☎91-0714

問 宮城県赤十字血液センター  ☎022-290-2515

※事前の電話予約が必要です。

　休日救急当番医や夜間急患センターが終了した22時以降は、
夜間電話相談窓口に電話してください。

　急な歯の痛みなどの「応急処置」を行います。翌日、かかりつ
け医や専門の医療機関などを受診してください。

　急病やけがなど、軽症者の「応急治療」を行います。薬は1～
2日分程度しか渡すことができないので、翌日以降、かかりつ
け医や専門の医療機関などを受診してください。
　マイナンバーカードまたは資格確認書・各種受給者証・お薬
手帳を持参してください。

救急車を呼ぶべきか迷ったとき 
おとな救急電話相談

こども夜間安心コール

大崎口腔保健センター　 ☎24-5101

大崎市夜間急患センター ☎23-9919
古川千手寺町2-3-15（健康管理センター1階）

診療日 内科
外科

月～金曜日 19:15～22:00
土曜日 15:00～22:00

休診日 日曜日・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）

診療日 日曜日・祝日・年末年始（12月31日～1月3日）

時間
午前 9:00～12:00（11:30まで受け付け）
午後 13:00～17:00（16:30まで受け付け）

☎ ＃7119
プッシュ回線以外は
☎022-706-7119へ

対象 おおむね15歳以上

受付 24時間365日

☎ ＃8000
プッシュ回線以外は
☎022-212-9390へ

対象 15歳未満

受付 19:00～翌朝8:00

11日㈪・25日㈪ ▶大崎合同庁舎2階 ▶9:00～11:30

昼の診療時間 9:00～17:00 夜の診療時間 18:00～22:00

古川南町1-6-2（古川保健福祉プラザ（fプラザ）向かい）

平日夜間の救急診療

夜間電話相談窓口

5月の骨髄バンクドナー登録

5月の献血

休日の救急診療

男女共同参画相談
　夫婦や家庭の問題、配偶者やパー
トナーからの暴力（DV）、職場での人
間関係など、あなたの悩みに相談員
やフェミニストカウンセラーが応じ
ます。
❶面接・電話相談（常設相談）・メール
相談・LINE相談　※面接相談は要予約
期間　月～金曜日(祝日を除く)
9時～16時
場所　市役所本庁舎内
❷フェミニストカウンセリング

（要予約・1回60分程度）
日時　5月13日㈬・27日㈬　10時30
分～、13時～、15時～
場所　予約時に案内

問 男女共同参画相談室
「Withおおさき」　☎24-3950

自立相談支援センターひあり
んくの相談

　電話で申し込みしてください。
❶生活困窮者自立支援相談
　生活の悩みや心配事の相談と、自
立に向けたプランを作成します。
期間　月～金曜日(祝日を除く)
9時～16時
場所　大崎市自立相談支援センター
ひありんく（古川三日町2-5-1 古川
保健福祉プラザ（fプラザ）3階）
❷くらしとしごと相談(巡回相談)
　生活や仕事の悩みや心配事など、
支援員が相談に応じます。
日時　5月13日㈬　10時～16時
場所　三本木公民館
問 大崎市自立相談支援センターひあ

りんく　☎25-5581

保健福祉事務所の定例相談
　電話で申し込みしてください。
■依存症専門相談
日時　5月12日㈫　11時～15時55分
■ひきこもり専門相談
日時　5月18日㈪　13時～16時
■精神保健福祉相談
日時　5月22日㈮　14時～14時50分
■共通事項
場所　大崎合同庁舎2階
問 県北部保健福祉事務所母子・障害

第二班　☎87-8011

認知症専門相談
　認知症に関する医療や介護、対応な
どについて専門医が相談に応じます。
日時　5月26日㈫　9時30分～正午
場所　市役所本庁舎内
対象　認知症が気になる人、または家族
定員　先着3人
持ち物　お薬手帳（持っている人）
申込　5月15日㈮まで電話で申し込み
問 高齢障がい福祉課高齢福祉担当

☎23-6085

こころの健康相談
　こころの健康に不安がある人の相
談に、臨床心理士が応じます。
日時　5月8日㈮　10時～14時30分
(電話で申し込み)
場所　古川保健福祉プラザ(fプラザ) 
問 健康推進課健康増進担当

☎23-2215

青少年相談
　子ども自身が困っていることや悩ん
でいること、親としての悩みなどの解
決のためのアドバイスをしています。
期間　月～金曜日(祝日を除く)　9時
～17時(受け付けは16時まで・来所の
場合は電話で申し込み)
場所　生涯学習課（市役所本庁舎3階
南側）
問 青少年センター　☎24-3741

児童生徒と保護者の相談
　不登校や学校生活に関するさまざ
まな悩みについて相談に応じます。
期間　月～金曜日(祝日を除く)　9時
30分～16時30分(電話で申し込み)
場所　旧古川労働基準会館
問 大崎市子どもの心のケアハウス

☎080-6058-1894（代表）
☎080-6058-1926（相談窓口）

相続登記相談・法律相談
　司法書士が無料で相談に応じます。
日時　毎週水・土曜日(祝日を除く)
13時30分～16時30分
場所　大崎司法書士相談センター
(古川旭4-2-1 アサヒビル102号室)
申込　電話（平日9時～17時）で申し
込み（祝日を除く）
問 大崎司法書士相談センター

☎23-1802

■人権相談・行政相談
古川地域（社会福祉課）本庁舎2階北側
行政：5月14日㈭　13時30分～16時

5月26日㈫　9時30分～正午
人権：5月14日㈭・28日㈭　13時30分
～16時
問 社会福祉課生活相談担当　☎23-9125
松山地域（松山総合支所）
人権：5月26日㈫　10時～15時
問 松山総合支所地域振興課　☎55-2111
三本木地域（三本木総合支所）
行政：5月13日㈬　9時～正午
人権：5月18日㈪　9時～正午
問 三本木総合支所地域振興課　☎52-2112
鹿島台地域（鹿島台総合支所）
行政：5月12日㈫　9時30分～正午
人権：5月13日㈬　9時30分～正午
問 鹿島台総合支所地域振興課　☎56-7111
岩出山地域（岩出山総合支所）
行政：5月18日㈪　9時～正午
人権：5月21日㈭　9時～正午
問 岩出山総合支所地域振興課　☎72-1211
鳴子温泉地域（鳴子総合支所）
行政：5月13日㈬　10時～正午
人権：5月22日㈮　9時～正午
問 鳴子総合支所地域振興課　☎82-2111
田尻地域（田尻総合支所）
人権・行政：5月21日㈭　10時～正午
問 田尻総合支所地域振興課　☎39-1111

■市民相談・消費生活相談（常設相談）
期間　月～金曜日（祝日を除く）　9時～
16時（市民相談は15時まで）
場所　社会福祉課、消費生活センター
問 社会福祉課生活相談担当　☎23-9125

消費生活センター　☎21-7321
■弁護士による多重債務無料法律相談
日時　�5月13日㈬・20日㈬・27日㈬
13時～16時（面接時間は30分）
場所　�市役所本庁舎2階201会議室
定員　各回6人
申込　各相談日の前日まで電話（平日9
時～16時）で申し込み
問 消費生活センター　☎21-7321
■司法書士による相談会（予約優先）
日時　5月14日㈭　13時～16時
場所　岩出山総合支所
申込　5月13日㈬まで電話で申し込み
問 宮城県司法書士会　☎23-1802

※ 本人確認のため、運転免許証、マイナンバーカード、パスポートなどを持参してください。
※ 荒天の場合など、日程の変更や中止になることがあります。
※ 献血に協力可能な事業所などを募集しています。社会福祉課地域共生社会担当（☎23-6012）まで連絡してください。

10日㈰ ▶イオンタウン古川（古川沢田） ▶10:00～11:45　▶13:00～16:00

17日㈰ ▶ヨークベニマル古川南店（古川穂波） ▶10:00～11:45　▶13:00～16:00

※ �診療時間内でも、時間帯によって受け付けできない
　 ことがあります。来院前に電話で相談してください。
※ 都合により変更となる場合があります。電話や大崎
　 市医師会のウェブサイトなどで確認してください。

３
日
㈰

昼 内科 宮里クリニック（古川） ☎23-7529
大崎西部クリニック（古川） ☎87-3723

外科 片倉病院（古川） ☎22-0016
夜 内・外 片倉病院（古川） ☎22-0016

４
日
㈪

昼 内科
冨樫クリニック（古川） ☎23-4456
旭山病院（鹿島台） ☎56-2431
中新田クリニック（加美町） ☎63-7676

外科 永仁会病院（古川） ☎22-0063
夜 内・外 永仁会病院（古川） ☎22-0063

５
日
㈫

昼 内科
尾花内科クリニック（古川） ☎21-0087
大崎市民病院鹿島台分院（鹿島台） ☎56-2611
伊藤医院（加美町） ☎63-2025

外科 三浦病院（古川） ☎22-6656
夜 内・外 三浦病院（古川） ☎22-6656

6
日
㈬

昼 内科
みやざき内科クリニック（古川） ☎25-9330
わたなべ産婦人科内科・小児科（松山） ☎55-3535
ありまファミリークリニック（加美町） ☎63-2230

外科 徳永整形外科病院（古川） ☎22-1111

夜 内科 佐藤病院（古川） ☎22-0207
外科 徳永整形外科病院（古川） ☎22-1111

10
日
㈰

昼 内科
古川きたまち内科クリニック（古川） ☎25-5151
近江医院（三本木） ☎52-3057
ありまファミリークリニック（加美町） ☎63-2230

外科 鴇田整形外科医院（古川） ☎22-0887
夜 内・外 大崎市民病院（古川） ☎23-3311

17
日
㈰

昼 内科
伊藤内科小児科医院（古川） ☎23-8866
大崎市民病院鹿島台分院（鹿島台） ☎56-2611
伊藤医院（加美町） ☎63-2025

外科 北みやぎ外科クリニック（古川） ☎23-8152
夜 内・外 古川星陵病院（古川） ☎23-8181

24
日
㈰

昼 内科
まつうら内科小児科クリニック（古川） ☎23-5677
岩渕胃腸科内科クリニック（三本木） ☎52-6211
鈴木診療所（加美町） ☎68-2121

外科 せきや整形外科（古川） ☎22-1100
夜 内・外 大崎市民病院（古川） ☎23-3311

31
日
㈰

昼 内科
髙橋医院（古川） ☎22-0791
大崎東部クリニック（松山） ☎55-2511
大山医院（加美町） ☎63-3054

外科 永仁会病院（古川） ☎22-0063
夜 内・外 永仁会病院（古川） ☎22-0063
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